
■集落コミュニティを守る
　農業サポート事業
秋田県大仙市 （平成３０年２月７日）

■ショッピングセンター ・市民団体 ・バス事業者との連携事業

■斎場のあり方について

青森県八戸市 （平成３０年２月８日）

愛知県一宮市 （平成３０年２月１４日）　埼玉県越谷市 （平成３０年２月１５日）
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vol.vol.44平 成 ３ ０ 年 ３ 月 定 例 会 の 概 要

平成３０年３月富山市議会定例会は、 ３月２日から２３日まで２２日間の会期で開かれまし
た。 平成３０年度富山市一般会計予算などの予算案件、 ２９年度補正予算案件、 条例
案件等について審議し、 合わせて１０４議案が可決しました。 また、 今定例会から、 ケー
ブルテレビでの本会議の生放送および録画放送が始まりました。

総額３,３５３億余円の平成３０年度予算決まる
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しゃがわ智也

にに地方創生地方創生
全力投球 !全力投球 !しゃがわ

智也
しゃがわ
智也
田を渡る風が気持ちの良い季節となりました。
皆様におかれましては益 ご々健勝のこととお慶び申し上げます。
また、日頃から私の議会活動や地域活動に対し、ひとかたならぬご厚情を賜り
心より御礼申し上げます。
将来にわたって持続可能な健全財政を維持しながら、『活機応変』に時代を捉え
市民福祉に資する活動を行ってまいります。
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『ケーブルテレビでの本会議の生放送および録画放送始まる』

・ ベイビーボックスプレゼント事業
・ 中央児童館の開設 （ＣｉＣビル５階）
・ 放課後児童健全育成事業特別拡充事業

・ 第２期呉羽南部企業団地造成事業
・ 事業承継支援補助金　
・ 企業立地奨励事業

・ 富山市まちなか総合ケアセンター
・ ＩＣＴ活用認知症高齢者捜索支援事業
・ スーパーシニア活躍促進人材バンク  

公共交通を軸とした拠点集中型のコンパクトな
まちづくりの推進 

・ 路面電車南北接続第２期事業
・ 東富山駅東口改札設置事業
・ あいの風とやま鉄道線新駅設置事業

平成 30 年度の予算 （単位 ： 億円）

主な事業 【重点施策】
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企業立地の促進及び産業の振興による地域経済の活性化

多くの方々にご参加いただき本当にありがとうござ
いました！   
皆さま一人ひとりと絆を深める機会となったことに
加えて、改めて地域発展のために邁進することをお
誓い致しました。応援して頂いた皆さまに絶対に後
悔させません。蜷川乱舞桜にもお越し頂き、ステー
ジを盛り上げて頂きました。 

平成１７年に富山市は１市２村４町で市町村合併以降、コンパクトなまちづくり政策によって都市の拡散化をお
さえる方向性の中、公共施設のファシリティマネジメントや子育て環境の改善ほか多くの課題を頂きました。
〇地域おこし協力隊について引き続き要請
広聴会の中で地域おこし協力隊を改めて要請したいとの声を頂きまし
た。平成２７年１０月から２名の隊員が山田地域で活動しております。平
成３０年１０月で現在活動している隊員の任期が満了し事業は終了しま
すが現在の２名は山田地域に定住し、引き続き、山田りんご園や農業を
実施し継続的に活動することとしております。３月定例会では、山田地
域の方々と調整しながら再度、協力隊を募集したいと考えております。

〇憲法改正については、まずは
賛成反対の前に、若い世代 に
将来の国のあり方について考
えるきっかけとなるように青年
局の活動を展開しております。

全国一斉街頭遊説 『１８歳選挙権ならびに憲法改正』

富山市方面団蜷川分団
はあなたの入団をお待
ちしております。

『自分たちのまちは
自分たちで守る』

監査委員とは ・ ・ ・ 

監察的見地から富山市の財務に関する事務や執行状況及び富山
市の経営に係る事務の監査を行うために地方公共団体に必ず置く
こととされている独任制の執行機関であります。（富山市は民間識見
者１名、富山市ＯＢ１名、議員から２名を選任しています。） 星井町児童館について

３月の厚生委員会において、築４０年経過した星井町児童館の改
築工事の議案が提出されました。平成３２年３月の完成を見込み、
新しい児童館が完成するまで、現在の児童館を使用しながら建て
替え工事を実施するという当局の説明でありましが、現在の児童館
では耐震性 （is 値）に疑義があることから、代替施設の確保につ
いて検討するよう求めた結果、当該児
童館を閉鎖することに至りました。
現在のクラブ活動や各種教室の皆
様におかれましては、児童館完成ま
での間、他の児童館などでの活動と
なり、大変ご迷惑をお掛けしますが子
供たちの安心 ・安全を第一に考えた
結果であります。どうか、ご理解賜りま
すようお願い申し上げます。

「我々には、 ここに住む役割がある！」 

しゃがわ智也後援会の総会懇親会を行いました

山田地域で広聴会を実施しました

自民党富山県連青年局

消防団員大募集！
女性も
OK!!

女性も
OK!!第１回  しゃがわ智也杯 グラウンド ・ゴルフ大会

在宅医療 ・ 介護の連携など地域包括ケア体制の
推進と元気な高齢者の活躍推進  

４月２２日、春とは思えない暑い日差しの
中、蜷川小学校にて 「第１回　しゃがわ
智也 グラウンド ・ゴルフ大会」を多くの
方々に参加頂き開催させて頂きました。
古村実行委員長をはじめ後援会役
員の皆様、青年部、女性部 「ひまわ
り」の皆様には大変なお力添えを賜
り、本大会を支えて頂きました。感
謝感謝です。男子の部では、小 杉

の柳瀬さんが２位以下を大きく突き放す驚異の４８ （２４
ホール）で優勝されました。おめでとうごいます。

【所管部局】　福祉保健部　こども家庭部
市民生活部　環境部　市民病院
〖委員長〗　佐藤則寿　〖副委員長〗　舎川智也
〖委員〗　久保大憲　松井邦人　竹田　勝　
木下章広　島隆之　村石篤　鋪田博紀　有澤守

富山市監査委員に選任
市長から富山市監査委員として辞令を受けました！

〇就任早々ではありますが ・ ・ ・ （涙）
平成２８年３月に地方制度調査会において、 監査委員の 『議員枠』 （議選
監査委員） のあり方が示されたことを背景に、 平成２９年６月には、 地方自
治法等の一部改正が公布され監査委員制度の改正が行われました。

議選監査委員の廃止をめぐっては、 富山市が３月定例会に改正条例案の
提出を検討したが自民が反発して見送られた経緯あります。 今後、 市議会
自民党は監査機能の強化 ・ 充実を目指す富山市の意向に配慮し、 議選枠
の廃止ではなく１名減とし、 民意を監査に反映できる仕組みづくりを検討し
ております。

大仙市は、 国の多面的機能支払
い交付金の受け皿組織に対する
独自助成を実施している。 国の
メニューにはない 「除雪」 「防犯」
などの地域貢献活動に取り組め
ば、 農業経営体１組織当り５万
円を交付し、 非農家を交えた取
り組みを行うことにより若手の担
い手確保や農家の収入増加に繋
げる狙いがある。
大仙市は農業主体の産業構造で
あるため、 積極的な農業振興が
なされている。 富山市としては、
中山間地や農業振興地域など地
域性を生かし、 多面的機能支払
い交付金と富山市の単独事業の
融合が望まれる。

監査委員は、 長が議
会の同意を得て 識 見
を有 する 者及び 議 員
のうちから選任する。

監査委員は、 長が議会の同意を得て
識見を有する者及び議員のうちから選
任する。 ただし、 条例で議員のうちか
ら監査委員を選任しないことができる。

今回の広聴会で、山田地域の方から 「我々は、ここに住む役割がある！
治山、治水を我々が整備することにあなた方、川下の生活が成り立つん
だ。それをよく考えてこれからの活動を行ってほしい」とお言葉を頂きまし
た。富山市は日本一大きな中核市であります。中心市街地と中山間地そ
れぞれが繁栄することを目指していきたいと改めて考えさせられました。 

改
正
前

改
正
後

引き続き、 厚生委員会 副委員長

平成３０年度の議会
選出役員が決まり、
昨年に引き続き厚生
委員会副 委員長 を
に選出されました。

市民団体の提案のもとショッピングセンター２社と南部バス （民間） が連携し、 地域の買い物客をサポートして
いる。 この事業は公的な補助金導入もなく民間のみの運営として国土交通省も好事例として紹介している。
バスを利用することでショッピングセンターの特典などのサービスを受けることができることから、 当該バス路線
の利用率は他の路線からみても高く推移している。 富山市においても買い物困難地域や免許返納者に対し、 地
域の民間事業者との協調により公共交通の補完事業を検討する必要がある。

【愛知県一宮市斎場】 （葬儀場なし  平成２３年３月竣工）
斎場周辺に多くの民間葬儀事業者が進出しており、
当斎場では葬儀は一切行われていない （当該斎場は
あくまで火葬対応のみ）。 建設当時、 火葬を終えるま
での待ち時間を館内で過ごすことを想定して設けられ
た待合室も現状は、 ほぼ利用者がない状況である。
小規模な家族葬の取り扱いについても民間で実施す
ることが地域の葬送文化として醸成されている。

【埼玉県越谷市斎場】 （葬儀場あり  平成１７年６月竣工）
近年、 市が葬儀場を併設することについて、 民業を圧
迫への懸念もある（葬儀場の利用は総死者数の２３％）。
しかしながら、 周辺では民間事業者のサービスに対す
る競争原理が発生し、 市民により良いサービスが提供
される傾向にある。 また、 市の葬儀場収入は年間１億７
千万円内外あり大切な税収の確保に繋がっている。

両斎場ともにＰＦＩの導入により市が直接整備することに比べて２０％以上の財政負担を縮減

富山霊園富山市斎場（西番）
について、 平成３１年度から
建物の設計 ・建設に入り、
平成３３年度の完成を目指
すことになりました。 現段階
の計画では葬儀場の併設
予定はありませんが、 家族
葬や低所得者の方々の葬儀
に対応できる施設を設ける
ことに加えて、 ご遺族の想い
に配慮した斎場となるよう要
望したいと考えております。

富山市斎場再整備計画
『概算事業費３６億円』 を提示

視察

出産 ・ 子育て環境の充実と女性の活躍推進 

グランドプラザ前にてグランドプラザ前にて



地域おこし協力隊員数 ・ 取組団体の推移

年　度

隊員数

団体数

平成 21 年度

89 人

31 団体

平成 24 年度

617 人

207 団体

平成 27 年度

2,799 人

673 団体

平成 29 年度

4,976 人

（Ｈ２９． ３末調査実施時点）

997 団体

3 月定例会

平成３０年２月１６日に山田公民館にて広聴会を実施しました。
山田地域の方から地域おこし協力隊員を引き続き募集してほしいとの声から今回の質問に至ったものです。
平成３０年２月１６日に山田公民館にて広聴会を実施しました。
山田地域の方から地域おこし協力隊員を引き続き募集してほしいとの声から今回の質問に至ったものです。

熊本市の財政調整基金は災害前までに１０１億円を積み立てて
おりましたが、 災害の発生により年度内に７９億円もの資金が
復旧費用に充当され、 現在も、 国や県、 市の単独予算を含め
て多くの資金を投入しています。
災害が発生した際は、 当然ながら復旧 ・ 復興に多額の予算が
必要となり、 将来の市民生活に大きな影響を及ぼします。 限ら
れた予算内で投資 （社会インフラ維持） と、 もしもの備え （財
政調整基金） のあり方について、 これからも議論が必要です。

Point

経済の状況によって増減する不安定な基金と毎年着実に積み増しが求められる災害時に充当される基金は、 ２つにわけて管
理するべきと考え今回の質問に至りました。 財政調整基金は、富山市の標準財政規模（自治体の一般財源の標準的な大きさ）
から、 ５０億円以下 （私の気持ちとすれば過去の状況から３０億円内外で良い） に抑えて、 災害に特化した基金をしっかり確
保することができれば、 災害を資金面でも担保できるものと思っております。
一方で、 基金の積み増しと投資とのバランスが重要であります。 将来の税収の状況と市民ニーズを鑑み、 富山市の持続可
能な健全財政の確保と富山市の魅力を最大限に発揮し、 安心して暮らせるまちづくりを提案してまいります。

市長の専決対応とは？

本来であれば、事業に対する予算措置は議会を承認をもって行われますが、
災害時の緊急対応などに地方自治体の長が地方自治法に基づいて議会の
承認を得る前に自ら処理することを言います。
ちなみに ・・・  平成２９年度予算で除雪に対する予算は、当初１０億２，９００万
円を計上しておりましたが、今回の豪雪に伴い平成３０年１月後半から２月初
旬にかけて１２億の追加予算を投入しております。
富山市は雪の降らない自治体に比べて雪害に対す
る予算確保が必要であることから、投資に対する予
算が制されることを改めて考えさせられました。 

QQ

　　　一般財源の 「最後の砦」として、様々な資
　　　金に柔軟に対応できる資金である。あえ
て、災害に特化した基金を創設することはないと
考える。 

AA

災害により被災された他都市の経験も踏まえて、自治体
のリスクマネジメントの観点から市長の考えを問う。 QQ

　　　 富山市の財政は産業基盤がしっかりしているから成り立ってい
　　　 る。もしも急激な円高になった場合、企業収入圧迫され、人件費
は減少し、個人市民税が大きく減る。そんなときに大きな災害が発生する
とキャッシュを出さなくてはならない。どちらとも使えて大きな額を確保し
ておく方がリスクマネジメントの観点からも妥当だと私は思っている。
記者会見で１００億くらいあったほうが良いといったのは、過去に他の自
治体で発生した災害をみると、１００億円程度の予算が捻出されてい
る。実際に１００億円を積み増しするのは困難だが少しずつ増やしてい
くことが市民の安心を生むものと思っている。 

AA

　　　厳しい財政状況が続くと予想されてい
　　　る中で、財政 調整基金のあり方につい
て、経済の変動を補完する基金と、いつ何時発
生するかわからない災害に対応する基金が、
同じ財源で賄うことは違和感を感じる。 
大きな災害や豪雪に備えた 『災害に特化した
基金』を創設することはできないか問う。

現在の協力隊員の任期が今年の９月で終了する。山田地域で
新たに協力隊員を募集する計画はあるのか問う。QQ

　　　任期終了後は富山市からの補助がなくなることから、今後は安定
　　　した収入の確保や住居の確保など、引き続き、地域の協力が更に
必要になる。富山市としては農業の担い手確保や集落機能の維持に寄与
していると考えるが、現在の２人の協力隊委員の定着状況をみながら検討
していきたいと考える。     

AA

財政調整基金のあり方について

山田地域の地域おこし協力隊について
　　　富山市 財 政基金 条 例①の   
　　　「経済事情の著しい変動によ
り財源が著しく不足する場合」という
処分目的で基金を取り崩したことは、
この１０年間でどれだけあったか問う。

QQ

　　　経済事情による取り崩しは、
　　　平成２０年のリーマンショッ
クが発生した際に１４億９，５００万
円の取り崩しを実施した１回のみで、
それ以外はすべて豪雪時の除雪費
用に充当している。

AA

近年、 厳しい財政状況が続く中においても、 財政調整基金を積んできた理由について問う。QQ

　　　 財政 調整基金は、風 水害や豪雪
　　　 など緊急な対応や多額の整備費
を要する事業費の実施、また、支出を避け
られない義務的経費の増加などに備える
ため、一般会計の最期の砦としての役割を
持つ重要な基金である。厳しい財政状況
にあっても決算剰余金を活用して基金の
維持増加に努める理由がある。
今年の豪雪による喫緊の予算も市長の専
決対応を財政調整基金を取り崩している。

AA

人口減少 ・ 少子超高齢化の中で、 限られた税収を状況にあわせて配分し、 市民
の幸せに最大限に資することが求められる中、 近年、 自治体の積立金とされる
基金のあり方について注目されている。 平成２８年度末時点で、 全国の自治体の
基金総額は、 ２１兆５，４６１億円にのぼり、 １０年間で約７.９兆円が増加。 その増
加要因をみてみると、 ７２％の自治体が 『将来の備え』 として、 公共施設の老朽
化や災害などの対応がその要因とされている。
富山市の財政調整基金は平成１８年から平成２８年の１０年間で約２０億円増加
し、 平成２８年３月現在で６６億円 （平成２９年３月は６５億円を見込む）。 基金全
体では、 約１６１億円の残高を確保している （Ｈ２８.３現在）。

近年、 日本各地で災害が発生している中で、 平成２３年３月には東日本大震災が発生し、 平成２８年 ４月
には熊本県が大きな地震災害に見舞われました。 その当時の熊本市では、 どのような基金を充当されたの
か熊本市の担当者にお聞きしました。  

Check!
富山市財政調整基金条例

富山市の財政調整基金には、こんなルールがあります。

熊本地震により
年度内で

合計 79 億円
取り崩された 合計

79 億円

101億円

【震災発生前】

【熊本市の財政調整基金】

熊本地震における財政調査基金の推移について

H28.3 H28.6 H28.8 H28.12
【震災発生後】

91億円

10億円

64億円

5 億円

27億円 22 億円

第５条 （処分）
①経済事情の著しい変動等により財源が著しく不足する場合において当
　該不足額をうめるための財源に充てるとき。
②災害により生じた経費の財源又は災害により生じた減収をうめるための
　財源に充てるとき。
③緊急に実施することが必要になった大規模な土木その他の建設事業の
　経費その他必要やむを得ない理由により生じた経費の財源に充てるとき。
④長期にわたる財源の育成のためにする財源の取得等のための経費の財
　源に充てるとき。

Check!
地域おこし協力隊とは

　　　山田地域で活動している地域お
　　　こし協力隊員のこれまでの実績
や地域に及ぼした効果について問う。

QQ

　　　平成２７年１０月から２名の協力隊
　　　員が活動している。現在は農業振
興や地域の特産物であるリンゴや啓扇
桜、エゴマなどの栽培管理や収穫作業を
行うとともに収穫物を使った加工品の販
売を行っております。
加えて、広報活動の一環としてＳＮＳによ
る情報発信や地域協力活動として除草 ・
清掃活動や住民運動会や伝統行事であ
る獅子舞にも参加している。
そのほか、農業では新たな労働力が加
わったことによって生産意欲が高まった
ことや、地 域では人口減少等で 停滞気
味だった地域行事が活性化されたとみ
ている。

AA

都市から過疎地域に住民票と生活の拠点を移した方に対し、地方公共団体が「地域おこし協力隊」として委嘱するもので、
隊員は一定期間、 地域に居住して、 地域ブランドや地場産品の開発 ・ 販売 ・ＰＲ等の地域おこしの支援や農林水産業へ
の従事、 住民の生活支援などの 「地域協力活動」 を行いながら、 その地域への定住 ・ 定着を図る取り組みです。 

隊員の
約４割は女性

隊員の
約４割は女性

隊員の約 7 割は
20 代と 30 代

隊員の約 7 割は
20 代と 30 代

任期終了後、 約 6 割が
同じ地域に定住している
任期終了後、 約 6 割が
同じ地域に定住している

　　　　　　　


